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６
月
４
日
、
松
岡
議
長
、
杉
田

副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
正
副
議

長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。�

�������������

�����������������

選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。�

�
�◇

議
長
選
挙�

　
投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
35
票�

�

　
新
井
　
昭
安
・
・
・
・
18
票�

�

　
大
久
保
照
夫
・
・
・
・
16
票�

�

　
無
効
・
・
・
・
・
・
・
１
票�

　
こ
の
結
果
、
新
井
昭
安
議
員
が

議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。�

�
�◇

副
議
長
選
挙�

　
投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
35
票�

�

　
須
永
　
宣
延
・
・
・
・
19
票�

�

　
高
橋
　
　
初
・
・
・
・
12
票�

�
　
無
効
・
・
・
・
・
・
・
４
票�

�
こ
の
結
果
、
須
永
宣
延
議
員
が

副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。�

���������

福
祉
環
境
常
任
委
員
会�

正
副
委
員
長
を
互
選�

�
�

�

６
月
10
日
、
福
祉
環
境
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
黒
澤
三
千
夫
議

員
を
委
員
長
に
、
吉
原
邦
陽
議
員

を
副
委
員
長
に
互
選
し
ま
し
た
。

　�

�

地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会�

副
委
員
長
を
互
選�

�
�

�

６
月
17
日
、
地
域
活
性
化
対
策

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
山
田
忠

之
議
員
を
副
委
員
長
に
互
選
し
ま

し
た
。�

��
�農

業
委
員
会
委
員
を
推
薦�

�
�　

６
月
23
日
、
議
会
が
推
薦
す
る

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
新
井

正
夫
議
員
、
加
賀
崎
千
秋
議
員
、

大
久
保
照
夫
議
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。�

�

　�
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６
月
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
20
日
間
を

会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
「
熊
谷
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
20
件
を
審
査
し
、
14
件
を

原
案
可
決
、
５
件
を
承
認
、
１
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。�

�

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
６
月
４
日
に
正

副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
正
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。�

,

正
副
議
長
を
選
出�

平成22年　第２回�

定 例 会�

議
長
に
新
井
昭
安
議
員
、�

　
　
　
　
　
　
　
副
議
長
に
須
永
宣
延
議
員
を
選
出�
議
長
に
新
井
昭
安
議
員
、�

　
　
　
　
　
　
　
副
議
長
に
須
永
宣
延
議
員
を
選
出�

議長�

新井　昭安�

副議長�

須永　宣延�



永
年
勤
続
議
員
表
彰
さ
れ
る�

�
�

�

全
国
、
埼
玉
県
の
各
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
次
の
議
員
が
永
年
勤

続
議
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

〔
15
年
以
上
勤
続
表
彰
〕�

�
�

�

谷
　
　
幸
代
　
　
新
井
　
昭
安�

�

林
　
真
佐
子
　
　
笠
原
　
秀
雄�

�

滝
沢
　
　
肇
　
　
新
井
　
清
次�

　
高
橋
　
　
初�

����������������

　
初
日
（
６
月
４
日
）
の
本
会
議

で
は
、
市
長
か
ら
「
本
市
で
は
、

こ
の
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

数
多
く
開
催
さ
れ
た
。
３
月
に
は

高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
め
ぬ
ま
カ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
最
多
の

１
万
１，
１
８
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
第
20
回
熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
４
月
に
は
全
国
高
等

学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
５
月
15
、

16
日
に
は
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化

公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
第

52
回
東
日
本
実
業
団
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
大
会
は
関
東
か
ら
北

海
道
ま
で
の
実
業
団
所
属
の
７
０

０
人
を
超
え
る
選
手
が
参
加
し
、

日
本
記
録
保
持
者
や
日
本
選
手
権

優
勝
者
な
ど
も
多
数
活
躍
す
る
大

会
で
、
私
も
彼
ら
の
奮
闘
ぶ
り
を

間
近
に
観
戦
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

�

埼
玉
県
の
平
成
20
年
入
込
観
光

客
「
推
計
」
調
査
に
よ
る
と
、
本

市
は
県
内
４
番
目
の
４
９
２
万
９

千
人
と
な
っ
て
い
る
。
目
的
別
の

内
訳
で
は
、
各
種
行
事
、
お
ま
つ

り
見
学
客
が
１
７
１
万
３，
０
０
０

人
で
さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
に
次

ぎ
３
位
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
１
３

８
万
人
で
さ
い
た
ま
市
、
川
口
市
、

所
沢
市
に
次
ぎ
４
位
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
さ
く
ら
祭
や
う
ち
わ
祭

な
ど
各
種
行
事
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
熱
中
都
市

宣
言
」
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
皆
様
に
本

市
へ
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
本

市
の
活
性
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

重
要
で
あ
る
も
の
と
改
め
て
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

�

今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
の
み
で
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
民
生
費
で
、
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
市

民
し
あ
わ
せ
基
金
に
積
み
立
て
、

ま
た
、
衛
生
費
で
は
、
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
必
要
な

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
教
育
費
で
は
、
本
年
２

月
に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し
、

図
書
購
入
費
を
追
加
す
る
も
の
で

あ
る
。
続
い
て
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

国
庫
支
出
金
、
寄
附
金
の
特
定
財

源
と
併
せ
て
前
年
度
繰
越
金
を
充

て
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�

�

次
に
、
一
般
議
案
で
は
、
３
歳

に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
に
係

る
時
間
外
勤
務
を
原
則
免
除
す
る

と
と
も
に
、
子
の
看
護
休
暇
の
拡

充
お
よ
び
短
期
介
護
休
暇
の
新
設

等
を
行
う
『
熊
谷
市
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
』

を
は
じ
め
、
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
個
人
の
市
民
税
に
係

る
給
与
所
得
者
等
の
扶
養
親
族
申

告
書
の
提
出
制
度
を
定
め
る
と
と

も
に
、
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
上

げ
等
を
行
う
『
熊
谷
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
』
な
ど
18

件
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

９
日
の
本
会
議
で
は
、
条
例
案

や
補
正
予
算
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
議

案
お
よ
び
請
願
が
、
所
管
の
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
10

日
に
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

福
祉
環
境
常
任
委
員
会
お
よ
び
都

市
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

ま
た
、
11
日
に
は
、
市
民
産
業
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ

た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
16
日
、
17
日
、
18
日

の
３
日
間
は
、
20
人
の
議
員
に
よ

る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
（
23
日
）

の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
案
件
審
査
の
経
過
お
よ
び
結

果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
、
討
論
を

行
い
、
市
長
提
出
議
案
を
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
ほ
か
、
人
事
案
件
に
同
意
し
、

６
月
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。�

���

◇
平
成
22
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）�

�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

　
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３，
３
８
８
万

　
５，
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

　
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
１
億
３，
３

　
８
８
万
５，
０
０
０
円
と
す
る
も

　
の
で
す
。�

◇
熊
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

　
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　
３
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る

　
職
員
に
係
る
時
間
外
勤
務
を
免

　
除
す
る
と
と
も
に
、
子
の
看
護

　
休
暇
の
拡
充
お
よ
び
短
期
介
護

　
休
暇
の
新
設
等
を
行
う
も
の
で
す
。�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

��

◇
熊
谷
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例�

　
「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

　
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正

　
に
伴
い
、
配
偶
者
が
育
児
休
業

　
等
を
取
得
し
て
い
る
場
合
お
よ

　
び
就
労
し
て
い
な
い
場
合
に
お

　
け
る
育
児
休
業
等
の
取
得
等
を

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

　
る
も
の
で
す
。�
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案�

六
月
定
例
会
の
概
要�

熊谷市農業活性化センター�

平成22年　第２回�

定 例 会�

永年勤続表彰を受ける７名の議員�永年勤続表彰を受ける７名の議員�
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請
願
の
審
査
結
果�

◇
熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例�

�

　
「
地
方
税
法
」
の
一
部
改
正

　
に
伴
い
、
個
人
の
市
民
税
に
係

　
る
給
与
所
得
者
等
の
扶
養
親
族

　
申
告
書
の
提
出
制
度
お
よ
び
非

　
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲

　
渡
に
係
る
市
民
税
の
所
得
計
算

　
の
特
例
を
設
け
る
と
と
も
に
、

　
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
上
げ
等

　
を
行
う
も
の
で
す
。�

�
�◇

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　
「
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う

　
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地

　
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法

　
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
文

　
言
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。�

�
�

��������������

◇
熊
谷
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　
新
た
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

　
す
る
も
の
で
す
。�

�������������

◇
熊
谷
市
立
葬
斎
施
設
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　
熊
谷
市
と
深
谷
市
の
葬
斎
施

　
設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
の
廃

　
止
に
伴
い
、
利
用
者
の
特
例
に

　
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の

　
で
す
。�

�

◇
熊
谷
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例�

　
　
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
等
に
お

　
け
る
外
開
き
戸
を
自
動
的
に
閉

　
鎖
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。�

�

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て�

　
　
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
を
取

　
得
す
る
も
の
で
す
。�

�

◇
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
の
規
約
変
更
に
つ
い
て�

　
　
加
須
市
、
北
埼
玉
郡
騎
西
町
、

　
同
郡
北
川
辺
町
及
び
同
郡
大
利

　
根
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も

　
っ
て
加
須
市
を
設
置
し
た
こ
と
、

　
久
喜
市
、
南
埼
玉
郡
菖
蒲
町
、

　
北
葛
飾
郡
栗
橋
町
及
び
同
郡
鷲

　
宮
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も

　
っ
て
久
喜
市
を
設
置
し
た
こ
と
、

　
加
須
市
騎
西
町
衛
生
施
設
組
合
、

　
栗
橋
・
鷲
宮
衛
生
組
合
、
大
利

　
根
町
北
川
辺
町
衛
生
施
設
組
合

　
及
び
加
須
地
区
消
防
組
合
が
解

　
散
し
た
こ
と
、
騎
西
鴻
巣
学
校

　
給
食
セ
ン
タ
ー
組
合
が
名
称
を

　
変
更
し
た
こ
と
並
び
に
埼
玉
県

　
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
事
務

　
所
の
位
置
に
関
す
る
規
定
の
整

　
備
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
同
組

　
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。�

�

◇
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て�

　
　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

　
団
体
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

　
と
に
つ
い
て
、
同
広
域
連
合
を

　
組
織
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体

　
と
協
議
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。�

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
に
同
意�

　
　
新
井
　
弘
一
氏�

���������������

◇
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
生
息
域
の
公

　
共
下
水
道
の
整
備
を
早
急
に
行

　
う
こ
と
お
よ
び
熊
谷
市
の
魚
に

　
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
を
選
定
す
る
こ

　
と
を
求
め
る
請
願�

　
（
審
査
結
果
・
継
続
審
査
）�

※
詳
し
く
は
、
13
ペ
ー
ジ
「
ム
サ

シ
ト
ミ
ヨ
の
生
息
地
を
現
地
視
察
！
」

お
よ
び
15
ペ
ー
ジ
委
員
会
で
の
主

な
質
疑
・
都
市
建
設
常
任
委
員
会

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

◇
国
に
対
し
て
所
得
税
法
第
56
条

　
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提

　
出
を
求
め
る
請
願�

　
（
審
査
結
果
・
不
採
択
）�

市
議
会
豆
知
識�

�

　
　
議
案
は
ど
う
や
っ
て
審
査
す

　
　
る
の
で
す
か
。�

　
　
定
例
会
の
初
日
の
本
会
議
で
、

　
　
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
提
出
さ
れ
た
議

案
の
多
く
は
委
員
会
で
専
門
的
な

審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
委

員
会
へ
付
託
す
る
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
が
終
了
し
た
後
、
本

会
議
で
そ
の
審
査
経
過
と
結
果
が

報
告
さ
れ
、
賛
成
や
反
対
の
討
論

を
行
っ
た
後
、
採
決
を
行
い
ま
す
。�

◆
継
続
審
査�

　
議
会
に
は
、
本
会
議
に
提
案

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
会
期
中

に
何
ら
か
の
結
論
が
出
な
か
っ

た
場
合
、
会
期
末
を
も
っ
て
審

議
未
了
廃
案
と
な
る
「
会
期
不

継
続
」
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。�

�

と
こ
ろ
が
、
案
件
に
よ
っ
て

は
会
期
中
に
結
論
を
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
審
査
を
付

託
さ
れ
た
委
員
会
が
閉
会
中
で

も
審
査
が
で
き
る
よ
う
、
本
会

議
に
お
い
て
「
閉
会
中
の
継
続

審
査
に
付
す
る
」
と
い
う
決
定

を
行
い
ま
す
。�

QA

児童クラブ�児童クラブ�

松岡議長（当時）に熊谷市ムサシトミヨを�
まもる会から請願書が手渡される（6月1日）�
松岡議長（当時）に熊谷市ムサシトミヨを�
まもる会から請願書が手渡される（6月1日）�
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